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１．背景と目的 

神社内緑地は「非常に高い緑被率」「高い自然性」「景観上

周辺から見えやすい場所にある立地」「その地の潜在自然植生

を現在に伝える貴重な樹林の存在」等の特性を持っており，

貴重な緑地空間であるといえる 5）。特に緑地環境が減少しつ

つある都市域において，神社内緑地は現在まで保持されてい

る稀有な存在である 9）。しかし，これまで多くの地域住民に

より利用されていた神社内緑地が，管理者の高齢化や後継者

不足といった問題から，十分に維持管理が出来ていないこと
3)，さらには地域コミュニティの欠落等も重なり，従来の様な

利用に結びついていないことが報告されている 2,4,8）。今後，

都市域における貴重な緑地空間の一つである神社内緑地を維

持していくためには，神社内緑地への関心を高め，利用に繋

げていくことが必要である。特に，若い世代が積極的に神社

内緑地と関わることが，今後の利用促進や維持管理，地域コ

ミュニティの再生を目指す上で重要であると考えられる。一

方，都市域においてはメンタル不調者の増加も大きな問題と

なっており，その対策が求められている。その対策の一つと

して，既往研究によると森林セラピー13)や園芸療法 1)など，

緑地や植物を活用したプログラムがメンタルヘルスに有効で

あることが報告されている。 

以上より，神社内緑地の利用も，都市住民にとってはメン

タルヘルスケアの場として有用であると考えられる。都市域

における緑地利用の健康効果に関する既往研究は，公園緑地

に関する研究 15)はいくつかあるが，神社内緑地を利用した際

の心理的効果に関する研究はほとんどみられない。 

そこで，本研究は，神社内緑地および公園緑地を利用した

際の心理的効果を測定し，比較することで神社内緑地がメン

タルヘルスケアの場としての有用性を明らかにすることを目

的とした。周辺環境などの条件を揃えるためには，神社と公

園が近接して存在することが必要であることから，いずれも

東京都渋谷区代々木地区にある明治神宮と代々木公園を取り

上げ，比較実験を行った。 

２．方法 

（１）実験概要

実験は千葉大学に所属する 20-40 代の大学生および大学

院生 12 名（男性 4 名，女性 8 名）を被験者とし，2021 年

5 月 25 日に実施した。実験を複数の日程で実施すると，天

候による日射量の違いが木漏れ日の形成に影響し 6)，心理的

効果に影響すること，気温の違いなどが快適性に影響を及ぼ

すことが考えられるため 11)，同一データとして扱えないと

考え，これらの条件を揃えることを第一に考え，実験日は 1

日のみで実施した。緑地内の散策時に被験者には，それぞれ

の緑地において，約 20 分間程度同じ距離（約 750m）を散

策してもらい，その前後で心理的効果を測定することとし

た。本実験は，千葉大学大学院園芸学研究科研究倫理審査委

員会の承認を得た上で，事前に実験概要を説明し，同意書に

より本実験への参加に同意した人のみを対象に実施した（承

認番号千大松 335 号）。本研究は新型コロナウィルス感染症
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対策を行った上で実施された。被験者には他の被験者との距

離を適切に保ち，実験中のマスクを常時装着するよう指示し

た。データの統計解析には Excel 統計 2010 for Windows

(SSRI)を用いた。 

（２）実験に使用したルート

明治神宮における散策ルートを図－1，代々木公園におけ

る散策ルートを図－2 に示す。いずれのルートにおいても，

一般の利用者がエリアに入場する際に用いる場所を，散策ル

ートの起点とし，エリア内を歩くために元々設置されている

ルートを散策エリアのルートとして利用した。明治神宮は南

参道の南端にある①鳥居１から②鳥居 2 を通過し，最後に本

殿の前にある③鳥居 3 までとした 14)。（写真－1）。代々木公

園のルートは，①水飲み場 1 から道路を沿って中央広場の北

にある③水飲み場 3 までを設定した 12)（写真－2）。ルートの

長さは被験者の負担を考えて，20 分程度で歩ける距離約 750

ｍとした。対象地 2 カ所を同時間帯に散策するため，順序効

果を考慮し，明治神宮→代々木公園の A グループ（6 名）と

代々木公園→明治神宮の B グループの（6 名）2 班に分けて

実施した。散策ルート周辺の植生環境は，明治神宮はカシ，

シイ，クスノキが主体の常緑広葉樹林であった。代々木公園

はコナラやクヌギが主体の落葉広葉樹林であった。 

（３）測定項目

１）物理的環境

実験地の物理的な環境とし，多機能環境計測器 AHLT-100

（カスタム社）を用いて，実験開始時刻である AM10:30 時

点における明治神宮ルート（図－1）の①および代々木公園ル

ート（図－2）の①の地点の気温，相対湿度，風速，照度を 5

回計測し，その平均値を表－1 に示した。

２）POMS（Profile of Mood States）

緑地散策による被験者の深層心理の状態の変化を把握する

ため，散策前後に日本語版 Profile of Mood States（以下

POMS）を実施した。POMS の測定項目は「緊張-不安」，「抑

うつ-落ち込み」，「怒り-敵意」，「疲労」，「活気」，「混乱」の 6

項目である。通常版の POMS は，質問数が 65 問であるため，

今回の調査では被験者の負担を考慮し，30 問で構成される短

縮版を使用した。 

３）SD 法（Semantic Differential Method）

緑地に対する印象を把握するために，それぞれの散策前後

に SD 法を用いた印象プロフィールを作成した。SD 法は対

象に対するイメージを相反する形容詞対を用いて 5 段階また

図－1 明治神宮の散策ルート（明治神宮境内地図
14）

を一部改変） 

写真－1 神社内緑地（明治神宮）における散策の様子 

図－2 代々木公園の散策ルート 

（代々木公園内地図
12）

を一部改変）

写真－2 公園内緑地（代々木公園）における散策の様子 
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は 7 段階の尺度で回答させる方法である。今回は 7 段階尺度

で実施した。 

４）STAI-Y2 (State-Trait Anxiety Inventory Y-2)

近年，緑によるストレス緩和効果は，個人差が見られるこ

とが報告されている 10)。個人差の考察には，被験者個人の不

安傾向を測定する State-Trait Anxiety Inventory（以下 STAI）

が用いられ，被験者の本来の性格による不安の感じやすさを

表す，特性不安傾向が用いられている。本研究では特性不安

傾向を測定する STAI の Y-2 部分を用いて，被験者の標準得

点を 5 段階に区分し，「新型 STAI マニュアル」を参照し，不

安を感じる傾向の高い段階 4-5 の被験者を高不安群，不安を

感じる傾向の低い段階1-3の被験者を低不安群に分類した 7)。 

５）質問紙調査

実験終了後に，質問紙調査を実施した。調査項目は，神社

内緑地および公園緑地において印象に残った要素および散策

の感想に関する自由記述とした。 

（４）実験手順

A グループは最初に明治神宮，B グループは最初に代々木

公園を散策した。A グループを例とした実験フローを図－3

に示す。まず，実験開始前に図－1 の①である明治神宮の起

点において，実験の説明および調査用紙の配布を実施した。

そして，散策前に POMS への記入を行い，記入後図－1 に示

したルートに沿って歩くように被験者に指示した。次に，③

に到着した時点において散策後の POMS への記入および神

社内緑地に対する印象評価と神社の緑地に対する感想などの

質問紙の記入を指示した。1 時間の休憩後，図－2 の①である

代々木公園の起点に集合し，実験の説明および調査用紙の配

布を実施した。散策前に POMS への記入を行い，記入後図－

2 に示したルートに沿って歩くように被験者に指示した。次

に，③に到着した時点において散策後の POMS への記入お

よび公園内緑地に対する印象評価と公園の緑地に対する感想

などを質問紙の記入を指示した。 

STAI-Y2 については後日全員に回答を依頼し，配布したの

ちすぐに回答してもらい，その場で回収した。 

３．結果と考察 

（１）散策前後における感情状態の変化（POMS）

図－4 に神社内緑地，図－5 に公園緑地の散策前後におけ

る POMS の結果を示した。POMS の T 得点についてウィル

コクソンの符号順位和検定を行ったところ（表－2），神社内

緑地においては全ての項目において，有意に改善していた。

一方，公園緑地においては「緊張-不安」「抑うつ-落ち込み」

「怒り-敵意」の 3 項目は有意に低下したが，「活気」「疲労」

「混乱」においては有意な差が見られなかった。

これらの結果より，神社内緑地で散策する方が，公園緑地 

で散策するよりも，感情状態をより改善することが明らかと

なった。 

（２）神社内緑地と公園緑地の散策時の印象の違い

神社内緑地と公園緑地の散策時の印象について，SD 法の

結果から印象プロフィールを作成し，図－6 に示した。図の

左側には概ねポジティブな形容詞を，右側には概ねネガティ

ブな形容詞を配置した。全体の傾向を見ると，いずれの緑地

においても，横軸中央値より左側に位置することから，神社，

公園に関わらず，緑地での散策時の印象は，概ねポジティブ

で良い印象をもつことがわかった。神社内緑地と公園緑地の

印象の違いを調べるために，ウィルコクソンの符号順位和検

定にて統計解析した。その結果，多くの項目で有意な差が見

られ，神社内緑地では「伝統的」「神秘的な」「暗い」「自然的

な」といった印象を持つことに対し，公園緑地では「現代的

な」「俗な」「明るい」「人工的な」といった印象を持つことが

わかった。このように，同じ緑地であっても，神社内緑地と

公園緑地では，全く異なる印象を持つことがわかった。 

（３）特性不安傾向による違い

STAI-Y2 による分類の結果，被験者は高不安群（6 名）と

低不安群（6 名）であった。神社内および公園緑地散策前後

の POMS の結果をウィルコクソンの符号順位和検定で比較

した結果を表－3 に示した。その結果，高不安群は，神社内

緑地での散策により，ネガティブな感情である「緊張-不安」

図－3 実験フロー  

表－1 実験地の物理的環境の計測結果 
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「混乱」が低下し，ポジティブな感情である「活気」が増加

することがわかった。また，公園緑地は神社内緑地と同様に

「緊張-不安」が低下することに加え，「抑うつ-落ち込み」も

低下することがわかった。この結果から，高不安群にとって

は神社内緑地と公園緑地では感情改善効果が異なり，落ち込

んだ気分を改善する際は公園の散策が，心を落ち着かせたい

時や，ポジティブな気分になりたい場合は神社での散策が有

効であると考えられた。一方，低不安群においては，神社に

のみ感情改善効果が見られ，神社内緑地での散策が疲労の改

善や気分の高揚に有効であると考えられた。 

（４）実験時に印象に残った要素

各緑地における散策後に質問紙調査において，散策時に印

象に残った要素に関して聞いた結果を図－7 及び図－8 に示

した。その結果，神社内緑地では，「鳥居」および「樹木（高

木）」（83.3%）と回答者に最も多く選択されていた。一方で，

公園緑地では，「利用者」（75.0%）が回答者に最も多く選択さ

れており，次いで「樹木（高木）」（66.7%）であった。神社内

緑地では，散策するルートの中で，鳥居が 3 回出現すること

から，「鳥居」が神社内緑地の特徴的な要素として印象に残っ

たと考えられた。また，公園緑地では，散策中に他の公園利

用者と遭遇する機会が多かったことから，「利用者」が公園緑

地の特徴的な要素として印象に残ったと考えられた。また，

本実験では，対象地の共通性として，いずれの緑地において

も樹木（高木）の多いルートを歩く設定としたため，神社内

緑地と公園緑地に共通する印象要素として「樹木（高木）」が

上位になったと考えられた。 

（５）テキストマイニングによる質問紙調査の分析

質問紙調査において自由記述に書かれた文章を対象に，

図－4 神社内緑地における散策前後の POMS T 得点 図－5 公園内緑地における散策前後の POMS T 得点 

検定量ｚ ｐ値 検定量ｚ ｐ値
T得点 SD T得点 SD T得点 SD T得点 SD

緊張ー不安 46.5 10.0 36 5.6 2.7 ** 45.5 10.0 36 5.1 2.3 *
抑うつ-落ち込み 43 7.0 41 2.6 2.1 * 43.5 4.0 41 2.1 2.5 *

怒りー敵意 38.5 4.1 37 1.1 2.0 * 37 4.1 37 2.2 2.0 *
活気 51 4.5 58 6.6 3.0 ** 50.5 5.3 58 8.4 0.8
疲労 45.5 9.0 39 5.2 2.3 * 45 7.7 39 4.9 1.8
混乱 45 12.3 39 7.8 2.7 ** 49.5 6.7 39 5.8 1.7

POMS 項目

n=12
ウィルコクソンの符号順位和検定（Wilcoxon signed-rank test） *:p<0.05, **:p<0.01

散策前 散策後散策前 散策後
【神社内緑地】 【公園内緑地】

表－2 神社内緑地における散策前後の POMS T 得点 

図－6 神社内緑地および公園緑地散策時の印象プロフィール 

表－3 不安傾向の違いによる散策前後における POMS の変化 
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KH Coder 3 を用いてテキストマイニングを実施し，頻出語

の抽出とそれらの共起関係について分析をするために共起ネ

ットワーク図を作成した。また，回答に使用した文章数は，

神社内緑地は 11 文，公園内緑地に関しては 16 文であった。

共起ネットワーク図の作成時には単語の最小出現数を 3 とし，

Jaccard 係数を 0.2 と設定した。 

図－9 に神社内緑地に対する記述の共起ネットワークを示

した。その結果，紫色のグループをみると，「木」「香り」「匂

い」と「心地」「良い」「気持ち良い」の抽出語に共起関係が

みられ，樹木など緑地の香りが快適性に繋がっていると読み

取れた。また，赤色のグループでは「静か」「音」といった【聴

覚】に関する言葉が，緑色のグループでは「緑」「鳥居」とい

った【視覚】に関する言葉が，青色のグループでは「涼しい」

といった【触覚（温熱感）】に関する言葉が見られ，神社内緑

地を五感で感じていることがわかった。また，黄色のグルー

プでは，「神社」「利用」「来る」といった言葉が繋がっており，

実際の回答でも「また来たい」や「利用したい」といった趣

旨の表現が 5 名からみられたことから，今回の様な散策体験

が，【継続的な利用】に繋がる可能性が示唆された。 

図－10 に公園緑地に対する記述の共起ネットワークを示し

た。その結果，神社内緑地における，五感や心理によるグル

ープとは異なり，動物や他の利用者の行動に関する言葉が多

く見られた。 

紫色のグループにおいては「カラス」「利用者」「多い」と

いった言葉が連なっており，散策中に他の利用者やカラスが

気になったことがわかった。さらに，水色のグループでも「犬」

や「ガヤガヤ」といった言葉が見られており，公園緑地は神

社内緑地に比べ，【混雑感】【賑やか】といった印象をもつこ

とが示唆された。 

また，赤色のグループでは「ランニング」や「サイクリン

グ」が，黄色のグループには「散歩」が挙がっており，公園

緑地は運動の場として利用されていることが示唆された。 

 このように，質問紙による自由記述の内容から見ても，神

社内緑地と公園緑地では，散策時における印象が大きく異な

ることが明らかとなった。 

図－7 神社内緑地散策時に印象に残った要素（複数回答） 図－8 公園内緑地散策時に印象に残った要素（複数回答） 

図－9 共起ネットワーク図（神社内緑地） 図－10 共起ネットワーク（公園内緑地） 
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４．まとめ 

今回，神社内緑地および公園緑地散策による心理的効果の

検証実験の結果から，神社内緑地は「疲労」「混乱」を軽減す

る効果が高く，高不安群の人に対し，多くの感情を改善する

効果があることがわかった。さらに，既往研究では低不安群

は緑地における感情改善効果が少ないことが報告されている

が 10)，神社内緑地は，低不安群に対しても，ポジティブな感

情を高める効果や，疲労を軽減する効果がみられた。つまり，

神社内緑地は高不安・低不安いずれのタイプの人にとっても

心理的効果があるといえることから，メンタルヘルスケアの

場として有用な緑地空間である可能性を持つと考えられた。 

今回は大学生を対象に実験をおこなった。超高齢化社会の

日本においては，地域ケアが重要であるとされていることか

ら，今後は高齢者など，他の対象者への効果についても検証

を行うことが求められる。また，本研究は 1 地域の事例であ

ることや，調査日が限られていたことから，今後は他の地域

や季節などでも調査することが必要であると考えられた。 
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